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「あいの沢」の紅葉を
　　　　満喫しながら

いいたて俳句ウォーク

　

村
民
の
森
「
あ
い
の
沢
」
に

て「
い
い
た
て
俳
句
ウ
ォ
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
ら
が
紅

葉
に
染
ま
る
園
内
を
散
策
し
な

が
ら
、
俳
句
を
通
し
て
交
流
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
愛
の
俳
句
事

業
の
一
環
と
し
て
、「
あ
い
の

句
碑
」
が
整
備
さ
れ
た
自
然
豊

か
な
「
あ
い
の
沢
」
の
利
活
用

と
俳
句
を
通
し
た
交
流
を
推
進

す
る
た
め
、
村
が
初
め
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、

村
内
外
の
俳
句
愛
好
者
な
ど
約

１
０
０
人
を
は
じ
め
、
愛
の
俳

句
選
者
で
俳
人
の
黛
ま
ど
か
さ

ん
と
、
黛
さ
ん
と
親
交
の
あ
る

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
わ
た
せ

せ
い
ぞ
う
さ
ん
も
出
席
し
ま
し

た
。

句
し
た
吟
行
会
の
入
選
作
品
20

句
を
発
表
し
、
入
選
者
へ
記
念

品
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
は
「
美
し

▲村内外から約100人が参加した俳句ウォーク
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　胸痛を訴え急に倒れた時や、食べ物をのどに詰まらせ呼吸や心臓が止まった時、すぐに心肺蘇生
法などの救命処置を始めなければ、命を救うことが出来ないのは皆さんご存知だと思います。
　このたび、その心肺蘇生法が、より助けやすく、より分かり易く変わりました。

　消防飯舘分署では、このほど臼石小６年生の道徳授業で「命の大切さ」について講話しました。
話を聞いた後の子どもたちの率直な気持ちをご紹介します。

○ 家族に、もしものことがあったら自分が家にいる時は家族
のために頑張りたいと思います。
○ ほんの少しの時間で、人の命が助かるかどうかが決まるの
がとても良く分かりました。親からもらった命を大切にし
て、まだまだ先の長い一度だけの人生を大切にしたいと思
いました。
○ 私の命も大切にされているなら、私も誰かの命を１人でも
救ってあげたい、と勉強になりました。きっとこういう気
持ちの人が世界中にいるのなら平和かな…って思います。

ガマンは悪化させます！
　これから寒くなってくると、体調を崩される方が多くなってきます。
　脳梗塞は発症から３時間、心筋梗塞は６時間で治療を終えなければ重大な後遺症を残すことにな
ります。突然、ろれつが回らない、片方の手足がしびれる、バランスがとれずまっすぐに歩けない、
胸が締め付けられる症状が30分以上続くなど、何か身体の違和感がみられる時は我慢せず早めに専
門医に受診することをおすすめします。
　また、高齢者や乳幼児は発熱や下痢により脱水を起こし、ぐったりして重症化することがあります。
救急車の要請はもちろんですが、消防署では病院の案内もしていますので、診療時間外であれば飯
舘分署（☎42-0119）へご連絡ください。

○ もし餅が詰まったら、救急車を呼ぶのはいいけど、それまでに自分で出来る事があるということ
が分かりました。１人の命が助かるならば私は助けたいです。

　家族を思う子どもたちの気持ちが伝わってくる言葉です。
　大切な人を助けたい。あなたのその気持ちと手２本があれば救う事がで
きます。
　ぜひ、新たな心肺蘇生法の講習会を受講してください。
　ご近所、お友達など少人数でも構いませんので、お気軽にご連絡ください。

　　突然死を防ぐ　心肺蘇生法が
　　助けやすく！　　 分かりやすく！ 変わりました

こちら119　救急
だより

▲授業のようす

普段通りの息をしていなければ
脈の確認はせず　ただちに 人工呼吸２回

心臓マッサージ30回
➡（

よりより

　

は
じ
め
に
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
な
わ
れ
、
わ
た
せ
さ

ん
が
村
に
贈
っ
た
俳
句
の

句
碑
を
、
わ
た
せ
さ
ん
と

黛
さ
ん
、
菅
野
村
長
の
３

人
が
除
幕
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
吟
行
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
ら
が「
あ
い
の
沢
」

を
自
由
に
散
策
し
な
が

ら
、
俳
句
を
詠
ん
で
投
句

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
な
わ
れ
た
交

流
会
で
は
、
黛
さ
ん
が
選

い
自
然
の
中
で
俳
句
を
詠
む
の

は
楽
し
か
っ
た
」「
俳
句
の
仲

間
が
増
え
た
の
で
、
ま
た
楽
し

み
が
増
え
た
」
な
ど
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

村
が
平
成
13
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
愛
の
俳
句
事
業
。

５
年
間
で
建
っ
た
句
碑
は
、
入

選
者
２
５
０
と
、
黛
ま
ど
か
さ

ん
、
坂
東
三
津
五
郎
さ
ん
、
増

田
明
美
さ
ん
、
わ
た
せ
せ
い

ぞ
う
さ
ん
の
句
碑
を
合
わ
せ

２
５
４
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
で
は
今
後
、「
あ
い
の
句

碑
」
や
村
の
美
し
い
自
然
を
盛

り
込
ん
だ
写
真
集
の
発
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▲ わたせさんの句碑の前で（左が黛さん、右がわたせ
さん）

▲園内に建った「あいの句碑」周遊案内版

香水の
　記憶に繊 (ほそ )き
　　　　　　　君の腕

　　　　わたせせいぞう
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ま
で
い
ブ
ラ
ン
ド

広報

　

飯
舘
村
が
長
い
こ
と
ご
指
導
い
た
だ
い

て
き
た
糸
長
先
生
は
、
日
本
大
学
の
教
授

で
す
。
そ
の
日
大
が
、
９
年
前
か
ら
「
全

国
農
村
サ
ミ
ッ
ト
」
を
い
う
も
の
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
各
県
１
人
程
の
首
長
が

集
ま
っ
て
、
農
村
の
活
性
化
を
探
り
な
が

ら
、
情
報
交
換
す
る
内
容
で
す
。

　

糸
長
先
生
の
推
薦
が
あ
っ
て
、
私
も
こ

れ
ま
で
数
回
出
席
し
、
多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
き
ま
し
た
。
飯
舘
村
が
「
自
立
し
て

頑
張
っ
て
み
よ
う
」
と
思
っ
た
こ
と
も
、

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
講
師
と
し
て
出
席
さ
れ

た
、
あ
る
県
知
事
の
話
に
感
銘
し
た
と
い

う
の
も
一
つ
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

さ
て
、今
年
は
い
つ
も
の
本
部
（
東
京
）

で
の
首
長
中
心
の
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
、
会
場

を
神
奈
川
県
の
生
物
資
源
学
部
・
湘
南

キ
ャ
ン
パ
ス
（
糸
長
先
生
の
と
こ
ろ
で
、

学
生
約
７
０
０
０
人
）
に
移
し
、
学
生
を

交
え
て
の
サ
ミ
ッ
ト
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
こ
で
飯
舘
村
の
「
ま
で
い
ラ

イ
フ
」
を
熱
っ
ぽ
く
話
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
た
か
が
方
言
で
は
な
く
、
古
語
に

「
真
手
」
と
あ
る
素
晴
ら
し
い
言
葉
、
つ

ま
り
真
手
と
は
両
手
で
と
い
う
こ
と
か

ら
、「
大
切
に
、念
入
り
に
、心
を
込
め
て
、

手
間
ひ
ま
惜
し
ま
ず
、
つ
つ
ま
し
く
」
に

な
る
と
い
う
話
を
交
え
な
が
ら
…
。

　

夕
方
か
ら
の
懇
談
会
の
席
に
な
る
と
、

女
子
学
生
も
含
め
て
多
く
の
学
生
が
「
ま

で
い
の
話
を
も
っ
と
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
」、「
ま
で
い
っ
て
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
」、「
ポ
ス
タ
ー
の
意
味
が
分
か
り
ま
し

た
（
ま
で
い
の
ポ
ス
タ
ー
が
大
学
に
貼
っ

て
あ
る
）」
と
、
私
の
と
こ
ろ
に
近
づ
い

て
く
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

近
頃
の
若
い
も
の
は
…
と
の
話
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
若
者
た
ち
を
引
き
つ
け
て

や
ま
な
い
理
念
、
主
張
、
考
え
方
が
、
わ

が
村
の
進
め
て
い
る
「
ま
で
い
ラ
イ
フ
」

な
ん
で
す
ね
。

　

私
た
ち
村
民
も
、
こ
の
言
葉
の
内
容
の

広
さ
、
深
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
、
も
う
少

し
掘
り
下
げ
て
い
っ
て
、
農
産
物
販
売
や

教
育
、
食
育
、
健
康
づ
く
り
、
そ
し
て
生

活
の
仕
方
に
ま
で
、
ま
で
い
の
精
神
を
利

活
用
し
て
村
を
発
展
さ
せ
、
村
民
の
生
活

向
上
に
役
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う

で
す
。

　

間
も
な
く
、「
ま
で
い
」
の
記
号
や
言

葉
が
商
標
登
録
さ
れ
て
、
村
の
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
き
ま
す
の

で
、
期
待
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
18
年
10
月
30
日

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

▲草野小４年生による演奏

みんなの心を一つに

会
（
兼
・
第
60
回
福
島
県

下
小
中
学
校
音
楽
祭
第
１

部
合
唱
）
で
銀
賞
に
輝
く

な
ど
、
数
々
の
素
晴
ら
し

い
成
績
を
残
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
飯
舘
中
吹
奏
楽

部
は
、「
第
60
回
福
島
県

下
小
中
学
校
音
楽
祭
相
馬

地
区
大
会
」
で
最
優
秀
賞

を
、
同
県
大
会
で
銅
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。

14広報

　

村
教
育
研
究
会
（
会
長
・
星
国
央

草
野
小
校
長
）
が
主
催
す
る
「
村
内

小
中
学
校
音
楽
祭
」
が
飯
舘
中
学
校

体
育
館
に
て
行
わ
れ
、
児
童
や
生
徒

た
ち
が
合
唱
や
合
奏
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
音
楽
祭
に
参
加
し
た
の

は
、
草
野
小
と
飯
樋
小
の
４
年
生
、

臼
石
小
の
３
・
４
年
生
、
飯
舘
中
３

年
生
の
選
択
音
楽
、
さ
ら
に
草
野
小

金
管
ク
ラ
ブ
と
飯
樋
小
合
唱
部
、
そ

し
て
飯
舘
中
吹
奏
楽
部
の
７
つ
。

　

こ
の
う
ち
、
飯
樋
小
学
校
合
唱
部

は
、
今
年
の
「
Ｔ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
福
島
地
区
大
会
」
で

優
秀
賞
、「
第
73
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学

校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
相
馬
地
区
大

会
」
で
最
優
秀
賞
、
同
福
島
県
大

▲臼石小３・４年生による音楽劇

10
12

　

各
学
校
と
も
、
こ
の
日
の
た
め
に

練
習
し
て
き
た
曲
目
を
、
表
現
力
豊

か
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
会
場
に

は
多
く
の
保
護
者
ら
が
訪
れ
、
合
唱

や
演
奏
が
終
わ
る
た
び
に
大
き
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

村内小中学校音楽祭

　

村
公
民
館
に
て
「
い
き
い

き
元
気
ア
ッ
プ
指
導
者
養
成

講
習
会
」
が
開
か
れ
、
村
内
各
地
区

の
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
や
ミ
ニ
デ
イ
会

員
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、
健
康
で

元
気
に
過
ご
す
た
め
の
秘
訣
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
師
は
、
元
う
つ
く
し

ま
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
務
局

長
の
佐
久
間
貞
良
さ
ん
。

　

講
習
会
で
は
、
佐
久
間
さ
ん
か
ら

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
普
段
の
生
活

で
心
が
け
る
こ
と
な
ど
が
講
話
さ
れ

た
後
、全
員
で
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
軽
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
は
「
気

軽
に
運
動
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
」、「
こ
の
話
や
運
動

を
地
区
の
み
ん
な
に
広
め
た

い
」
な
ど
と
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
12
月
ま
で

に
計
５
回
開
か
れ
、
受
講
し

た
人
た
ち
が
今
度
は
指
導
者

と
し
て
、
各
地
区
の
住
民
を

対
象
に
講
習
会
を
開
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

▲軽運動を楽しむ参加者ら

▲講習会のようす

いきいきクラブ指導者養成講習会 気
軽
に
楽
し
く

　
　

元
気
ア
ッ
プ

▲講師の
　佐久間さん

　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
の
「
安
達
太
良

山
登
山
」
が
行
わ
れ
、
村
民
16
人
が

参
加
し
、
１
７
０
０
㍍
の
山
頂
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
登
山
は
今
年
２
回
目

で
、
今
回
も
村
登
山
愛
好
会
（
大
内

雄
治
会
長
）
の
協
力
を
得
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
安
達
太
良
山
の
紅

葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
約
１
時
間
30

分
か
け
て
山
頂
に
到
達
。
足
元
に
は

大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
、
参
加
者
た

ち
は
「
疲
れ
を
忘
れ
る
く
ら
い
素
晴

ら
し
い
景
色
」
と
、
山
頂
か
ら
の
雄

大
な
眺
め
に
感
動
し
て
い
た
よ
う

で
し
た
。

▲山頂での記念写真

山頂からの大パノラマに感動
いきいきクラブ「安達太良山登山」

　村民ゴルフ実行委員会（渡辺守
男委員長）主催の「第20回村民ゴ
ルフ大会」が、南相馬市鹿島区の
鹿島カントリークラブで開催され、
グルフ愛好者ら36人が参加して熱
戦を繰り広げました。
　今年の大会も、個人の部と団体
の部が設けられ、参加者らは秋晴
れの空の下、ゴルフを楽しみなが
ら交流を深めていました。

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
続
出
！

　
　
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

▲熱戦を繰り広げた参加者ら

大会結果
個人の部（敬称略）
優勝佐藤栄一（二枚橋・須萱）、準優勝宇佐美巳喜夫（草
野）、１位高橋義治（飯樋町）、２位渡辺守男（小宮）
団体の部  優勝飯樋町、準優勝草野

10
15

10
22

10
12
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誕生おめでとう

結婚おめでとう

お く や み

（９月 21 日から 10 月 20 日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し
出てください。

ひとのうごき
（平成 18年 10月１日現在）

 　 今　月 昨年同期

 男 3266 人 3349 人

 女 3300 人 3372 人

 計 6566 人 6721 人

 　 1744 戸 1740 戸

人　口

世帯数

（平成17年国勢調査に基づき増減された現住人口）

（－ 6人）

（－ 3人）

（前月比）

（－ 9人）

（－ 3戸）

◆◆◆ ９月１日～30日までの人口動態 ◆◆◆
 転入 8 人 転出 17 人
 出生 7 人 死亡 7 人

▲牛の世話を体験する参加者たち

17

け
な
が
ら
、
野
菜
の
摘
み
取
り

や
花
卉
の
出
荷
作
業
、
牛
の
世

話
な
ど
を
手
伝
い
ま
し
た
。
夜

に
は
、「
き
こ
り
」
で
交
流
会
が

開
か
れ
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
村
に
移

住
し
た
人
た
ち
の
話
を
聞
い
た

り
、
受
け
入
れ
た
農
家
の
方
々

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
村
内
の
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
を
見
学
し
た
後
、

浪
江
町
へ
移
動
し
、
全
体
交
流

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
元
気
な
あ

ぶ
く
ま
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

今
後
も
様
々
な
活
動
や
交
流
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
１
月
に
は
、
同

 赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

石井望
みうな

海ちゃん 眞治・己香 草　　　野

菅野璃
り さ

紗ちゃん 幸男・佳那　　草　　　野

花井友
ゆ あ

愛ちゃん 智弘・あゆみ 宮　　　内

荒　悠
ゆうと

斗くん 淳　・ちどり 飯　樋　町
すくすくと元気に育ってね

 氏　　　名 行政区

井　上　吉　徳 関　　　沢

菅　野　真　矢 伊達郡川俣町
いつまでもお幸せに

 氏　　　名 年　齢 行政区

 佐　藤　キク子 77 小　　　宮

 齋　藤　むつ代 88 大久保・外内

 須　藤　チ　ノ 87 比　　　曽

 武　藤　ハ　ナ 82 二枚橋・須萱

 林　　　房　義 96 臼　　　石

 佐々木　育　郎 82 佐　　　須

 大久保　ミノリ 76 伊丹沢（大久保・外内）
ご冥福をお祈り申し上げます
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飯
舘
村
・
浪
江
町
・
葛
尾
村
・

川
内
村
・
田
村
市
都
路
町
の
５

市
町
村
と
県
で
組
織
す
る
「
あ

ぶ
く
ま
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
構

想
推
進
協
議
会
」
主
催
の
「
田

舎
暮
ら
し
体
験
事
業
」
が
行
わ

れ
、
都
市
部
に
住
む
30
人
が
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に

分
か
れ
て
農
村
で
の
暮
ら
し
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
あ
ぶ
く
ま
地

域
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
協

議
会
が
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
市
町
村
ご
と

に
特
色
あ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
参
加
者
を
募
り
ま

し
た
。
参
加
者
の
内
訳
は
、
飯

舘
村
12
人
、
浪
江
町
５
人
、
葛

尾
村
４
人
、
川
内
村
７
人
、
都

路
町
２
人
。

　

こ
の
う
ち
飯
舘
村
で
は
、
参

加
者
が
村
内
の
３
軒
の
農
家
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
を
受

協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
あ
ぶ

く
ま
５
市
町
村
の
連
携
を
深
め

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
葛
尾
村

で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

▲選花作業を手伝う参加者たち

「
あ
ぶ
く
ま
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道

　

構
想
推
進
協
議
会
」主
催

　
　
　
「
田
舎
暮
ら
し
体
験
事
業
」

都
市
住
民
が

村
の
暮
ら
し
を

　
　
　
　
体
験

10
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恒
例
の
「
い
い
た
て
秋
ま
つ

り
」
が
、
村
公
民
館
や
Ｊ
Ａ
そ

う
ま
飯
舘
総
合
支
店
、
Ａ
コ
ー

プ
な
ど
を
会
場
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

い
い
た
て
村
づ
く
り
推
進
協

議
会
（
会
長
・
菅
野
村
長
）
が

主
催
し
、
多
く
の
団
体
の
協
力

に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
の
秋
ま
つ
り
は
、
今
年
で

24
回
目
。
２
日
間
と
も
秋
の
青

空
が
広
が
り
、
各
会
場
に
は
多

く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

28
日
、
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
飯
舘
集

出
荷
場
前
で
行
わ
れ
た
「
収
穫

感
謝
祭
」
で
は
、
生
産
者
ら
19

人
が
米
や
野
菜
な
ど
を
、
そ
れ

ぞ
れ
神
前
へ
献
餞
。
今
年
の
収

穫
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
来

年
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
公
民
館
駐
車
場
に

て
「
商
工
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、

会
員
ら
に
よ
る
模
擬
店
が
並
ん

だ
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
鮭
つ
か
み
大
会
も
実
施
さ

れ
、
会
場
に
は
多
く
の
家
族
連
れ

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
民
館
内
で
２
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
た
総
合
文
化
展

で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
各
団
体
の

会
員
ら
に
よ
る
作
品
が
多
数
展
示

さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
各
作
品

の
前
で
足
を
止
め
、
見
事
な
出
来

栄
え
に
感
心
し
な
が
ら
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
愚
心
会
の
「
あ
ぶ

く
ま
高
原
そ
ば
フ
ェ
ス
タ
」
や
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
い
た
て
教
育
文
化

福
祉
の
茂
里
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

の｢

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ｣

、
イ
ー

タ
テ
ベ
イ
ク
じ
ゃ
が
い
も
フ
ェ
ス

タ
、
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
な
ど
、
２
日
間

に
わ
た
り
各
団
体
に
よ
る
多
彩
な

催
し
が
行
わ
れ
、
各
会
場
と
も
大

い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ ハロウィンかぼちゃを作る親子ら

▲親子クッキーづくりのようす ▲力作が多数並んだ総合文化展 ▲収穫感謝祭で奉納された佐須虎捕太鼓

各会場とも大いに賑わう各会場とも大いに賑わう
秋
晴
れ
の
下  

盛
大
に

　
　

 

第
24
回
い
い
た
て
秋
ま
つ
り

10
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